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本研究の背景と目的

背景
多重共線性の問題
欠落変数によるバイアス
交互作用の取り込み不足

目的
これらの課題を克服するための新しい推計方法の提案

ヘドニック法について
物価指数の品質調整に利用される手法
商品の価格を機能・性能で分解して分析
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研究の概要

スパース推定の概要
重要な変数を選択し、不要な変数の係数を 0にする手法

特徴
多重共線性への対応
モデルの簡潔化

使用する手法
アダプティブ・エラスティック・ネット（AEN）
特徴：グループ効果、オラクル性
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従来手法との比較

従来のヘドニック法
Box-Cox変換を使用
機能・性能に基づく品質調整

課題
データに依存しやすい交差項や欠落変数の影響

新手法（AEN）のメリット
多数の変数と交互作用を自動的に選択推計の安定性向上
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実証分析の結果

データ
日本の乗用車価格データ（2016年～2018年）
結果の概要：
回帰式に採用される変数の増加
フィットの改善
欠落変数バイアスの緩和
影響：
品質向上率の過大評価が抑えられ、物価指数の精度向上
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新旧手法の比較

データ
上の新手法の方は線にくっついていて，下は離れてしまっていることがわ
かる．
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新旧手法の比較

データ
上の方が平均の値が小さくなっていることがわかる．
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今後の展望

新しいヘドニック法の利点
多変量データへの適用可能性
他の産業分野での応用の可能性

課題
データの収集と整備
他の推計手法との比較検討
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まとめ

結論
スパース推定を用いた新しい手法は、従来のヘドニック法の課題を克服
物価指数の精度向上に寄与

今後の応用可能性
より複雑なデータセットへの対応
モデルのさらなる改善
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